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氏　　名 備　　  　 考

水産女子メンバー

カネタ水産 安部　由紀 水産養殖業（わかめ養殖、塩蔵わかめ製造・販売）

調理師・料理家 天野 　美樹 調理師・料理家(魚貝・昆布・糀・そばの実料理)、魚食普及活動等

全日本さば連合会 池田　陽子 全日本さば連合会広報担当サバジェンヌ、薬膳アテンダント、食文化ジャーナリスト

山陰旋網漁業協同組合 井本　慶子 団体職員、水産政策審議会委員

おさかなマイスター協会 大貫　　圭 料理家、茶道講師

日清丸紅飼料株式会社 尾川 　美和 養殖魚用配合飼料製造・販売

株式会社大成 上條　彩佳 水産加工品販売

湊水産株式会社、湊水産 結のいえ保育園、石巻う
まいもの株式会社

木村　朱見 製造(たらこ、明太子)、石巻市女性活躍推進会議委員

株式会社小島水産 小島　沙綾佳 水産卸・加工業（養殖(乙女鯛・乙女鰤)）

マルショウ小西鮮魚店 小西 　良子 鮮魚卸売、鮮魚発送

株式会社うおいち 下川  明日実 水産物卸売業

Navire noir（ﾅｳﾞｨﾙ ﾉﾜｰﾙ）　噴火湾鮮魚卸龍神丸 舘岡　志保
漁業プロデューサー、営業広報マネージャー（刺し網漁、エビかご漁、干物（鰈、ホッ
ケ）、広告宣伝、販売）

株式会社大成 田中　淳子 水産加工品販売

株式会社ゲイト 田中 　りみ 漁師見習い、商品開発（仲買・加工・運送）

株式会社ツッテ 中川　めぐみ
釣りアンバサダー（PR、メディア運営、コンテンツ企画運営・コーディネート）、一般社
団法人ウオー代表、釣り・漁業ライター

渡辺鮮魚店 根本　朋美 鮮魚仲卸 / 水産関連 Producer

株式会社新航丸 野﨑　清美 漁業（小型定置網）

鳴宇水産合同会社 鳴滝　貴美子 水産加工業・女性漁業士（しらす漁獲製造・加工販売）

株式会社ゲイト 西地　絵美 商品開発(仲買・加工・運送・飲食店接客)

山陰旋網漁業協同組合 原　　綾花 団体職員

株式会社クリエーションWEB PLANNING 深川　沙央里 車海老養殖・加工・販売

株式会社 布長、東京築地目利き協会 本間 　奈々 豊洲市場仲卸（冷凍まぐろ）

音楽家 牧野　 くみ 水産系シンガー・ソングライター

株式会社ゲイト 松村  ありす 商品開発(仲買/加工/運送/飲食店接客)

一般社団法人CS阿波地域再生まちづくり 松本　真樹 水産加工品開発販売（ちりめん・わかめ・販売及び加工粉末等）

焼津市交流推進部観光交流課 三浦     愛 遊漁船コンシェルジュ

初代さかなメデリスト、AS muffin（ｱｽﾞ ﾏﾌｨﾝ） 水島　綾子 食イベント、ワークショップ、ツアー企画、商品開発、菓子製造

米原水産 宮川　直子

三重県魚食リーダー、こだわり野菜栽培ユニット す
いーとぽたけ

吉川　　文 三重県魚食リーダー、農業

参画企業

株式会社NTTドコモ　 横井　優子

株式会社メトロ アド エージェンシー 井上　達也

株式会社メトロ アド エージェンシー 栗原　義徳

講師

ヤンマー株式会社食事業推進室 土屋　邦保

ヤンマー株式会社食事業推進室 吉本　篤志

第３回「海の宝！水産女子の元気プロジェクト」推進会議　出席者名簿

令和２年１月２１日（火） 

所　　　　　属



氏　　名 備　　  　 考所　　　　　属

農林水産省

農林水産大臣 江藤　　 拓

水産庁長官 山口　英彰

水産庁増殖推進部研究指導課長 髙瀨　美和子

大臣官房文書課課長補佐（総合調整班） 福島　飛鳥 職員チーム

水産庁漁政部水産経営課総括班調整係長 佐倉　麻美 職員チーム

水産庁漁政部水産経営課金融第１班
金融調整係長

福釜　知佳 職員チーム

水産庁漁政部漁業保険管理官企画班
保険企画係

菊地　理沙 職員チーム

水産庁資源管理部管理調整課総括班
企画法令係

福田　澪央 職員チーム

水産庁漁政部加工流通課貿易第２班
規制対策係

多田　ひかり 職員チーム

水産庁増殖推進部栽培養殖課栽培養殖専門官 石川　聡子 職員チーム

水産庁漁港漁場整備部整備課調整班
事業調整係長

宮園　千恵 職員チーム

水産庁増殖推進部研究指導課課長補佐
（普及育成班）

南　　 哲也 事務局

水産庁増殖推進部研究指導課研究管理官 泰磨　   孝 事務局

水産庁増殖推進部研究指導課普及育成班
普及改善係長

宮崎　潤太 事務局



私たち⽔産⼥⼦の愛で、
豊かな海を守り、育み、
未来の⼦どもたちに
つなげていきます。



⽔産⼥⼦の元気プロジェクトとは…
⽔産業界で輝く⼥性たちが繋がり、新たな価値を創り出し、それを伝える活動を応援す

ることで、100年先も豊かな⽔産業を⽬指すプロジェクトです。

✔⽔産業界における⼥性の存在感を⾼める
✔「⽔産業」の魅⼒を⾼める
✔⼥性の⼒で⽔産業をもっと元気にする

・全国のメンバーと交流
・勉強会開催
・悩みの共有

・活動紹介
・SNS発信
・講演活動
・イベント参加

・企業やPJメンバーとのコラボ
・⼥性⽬線での商品開発
・イベント等企画

＼海の宝︕／

⽔産⼥⼦の元気プロジェクトとは…
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プロジェクト設立の経緯

日本の漁業の生産量は1984年をピークに減少傾向、生産額は近年上昇傾向にあるが、ピーク時の２分の１程度にまで
落ち込んでいる。
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プロジェクト設立の経緯

人口１人当たりの食用魚介類の消費量は減少が続いている。また、生鮮魚介類の１世帯当たり年間支出額も減少傾向
にある。
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プロジェクト設立の経緯

漁業就業者数は、他の業種同様、人口減少に伴い、減少している状況である。
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プロジェクト設立の経緯

資料：農林⽔産省「漁業就業動向調査（平成29（2017）年）」（漁業就業者）及び「2013年漁業センサス」（陸上作業
従事者及び⽔産加⼯場従事者）に基づき⽔産庁作成

漁業就業者に占める女性の割合は約14％と低くなっているが、漁獲物の仕分けなどの水揚げ後の陸上作業（女性
約38％）や、漁獲物の主要な需要先である水産加工業（女性約62％）においては、女性が重要な役割を果たしてい
る。

男性 女性 合計

漁業就業者 132,510 20,980 153,490

陸上作業従事者 155,993 97,268 253,261

水産加工場従業者 72,057 116,178 188,235

合計 360,560 234,426 594,986

0
100,000
200,000
300,000
400,000
500,000
600,000
700,000

⼈
数

漁業・⽔産業従事者数

86.3

61.6

38.3

13.7

38.4

61.7

0

20

40

60

80

100

漁業就業者 陸上作業従事者 水産加工場従業者

％

女性

男性

➢ 漁業・水産業に従事する女性にスポットライトを当て、
自らの意欲と能力を発揮して前向きに取り組む女性を応援

➢「海の宝！水産女子の元気プロジェクト」を立ち上げ

漁業・水産業全体に占める女性の割合
約39％
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メンバー拡大 企業参画

メンバー間交流（SNSグループの開設）

水産女子HP・FBの開設

イベント参加 講演活動
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１６名 ５1名

発足時
（平成30年11月）

現在
（令和元年12月）

釣り
その
他

漁業
団体

漁船
漁業

仲卸

魚食営業

海女 販売加工養殖

様々な業態の女子が参加 意欲と能力を発揮して前向きに取り組む女性たち
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水産女子マップ
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第１回「海の宝！水産女子の元気プロジェクト」推進会議
（プロジェクト立ち上げ） 平成30年11月16日
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Fish-1グランプリへのブース出展
平成30年11月25日

第５回国際女性会議WAW！/W20
へのブース出展

平成31年３月23日
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第２回「海の宝！水産女子の元気プロジェクト」推進会議
令和元年６月７日

11

ロゴマーク発表

たらこ、つくろう。



こども霞ヶ関見学デー
令和元年８月７日～８月８日

ＪＦ全国女性連フレッシュ・ミズ
・プログラム（西日本）での講演

令和元年９月１８日
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阪神百貨店「10月は魚食普及月間」
～レシピ提供～

令和元年１０月１日～１０月３１日

ジャパンハーヴェスト2019
令和元年１１月２日～３日
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日経BP社
東京サステナブル･シーフード･シンポジウム

～分科会出演～
令和元年１１月８日

水産女子Facebookによる情報発信
～フォロワー数：２００人突破～
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個別プロジェクト
成果報告



株式会社 NTTドコモ 株式会社 モンベル

スマート水産業
応援プロジェクト

モンベルフィールドウエア
（漁業ウエア）
開発プロジェクト

水産女子の考える「ス
マート水産業」実現のた
め、IoTやICTを用いて、
現場での課題解決を図る。
渚泊などの推進やブラン
ディングなどでも協業し、
女性発信による水産業の
力、企業イメージを情報
発信する。

水産女子の目線で、快適
かつファッショナブルなウ
エアを開発する。

株式会社 メトロ アド
エージェンシー

ジャムムプロジェクト

水産×ジャムムのＬＩＮＥス
タンプの制作、オリジナ
ルキャラクターの制作、
イベントでのタイアップ
（着ぐるみの貸し出しな
ど）により、漁業・水産
業に従事する方を盛り上
げる。
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漁業用ビブ



水産女子メンバー

～ 名 簿 ～

2019年12⽉24⽇現在
（掲載順：⽒名五⼗⾳順）
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homepage Facebook



©2019 Metro Ad Agency Co. Ltd.

ジャムム×水産女子プロジェクト
LINEスタンプ制作

2020年1月21日（Tue）



©2019 Metro Ad Agency Co. Ltd.

漁業・水産業従事者を盛り上げるため、弊社IPであるジャムムを活用し

LINEスタンプを制作・リリース。

関係者間のコミュニケーションを活発にするだけでなく

一般ユーザーに、水産女子の取組を少しでも身近に

感じてもらうための施策。

▼実施目的

▼リリース内容

・LINEスタンプ名：魚と一緒に動く！ジャムムのスタンプです

今回はジャムムが漁港や魚河岸とコラボレーション！
東京の地下鉄で話題のジャムムスタンプ第3弾です。
※水産庁 水産女子プロジェクト公認

・リリース日時 ：2020年1月20日（月）夜



©2019 Metro Ad Agency Co. Ltd.

LINEスタンプ（アニメーション）デザイン



©2019 Metro Ad Agency Co. Ltd.

LINEスタンプ（アニメーション）デザイン



©2019 Metro Ad Agency Co. Ltd.

LINEスタンプ（アニメーション）デザイン





1

水産女子とは、

日本の浜と食を
明るく元気にしたい女性たち



企業・団体等
との連携

水産女子PJ
活動の強化

水産女子PJ
広報活動

「海の宝！水産女子の元気プロジェクト」の目指すもの

☞ 水産業界における女性の存在感を高める
☞ 水産業の魅力を高める
☞ 女性の力で水産業をもっと元気にする
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水産女子PJ
活動の強化

水産女子メンバーの
ネットワーク強化

水産女子の
募集方法の変更

事務局・
女性職員チーム

による
サポート

つながる！
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水産女子PJ
活動の強化 つながる！

水産女子メンバーの
ネットワーク強化

水産女子同士で目的達成に向けた仲間づくり
業態ごと、地域ごと、目的ごとなどのグループで

仲間がつながる！

グループ同士のつながり強化でさらに発展
各グループ同士の交流、学習、連携で、各グループ、

個々のメンバー発展につながる！

全国のネットワークを活用して女性の存在感を高める
水産業の魅力を高める！

水産業をもっと元気にする！
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水産女子PJ
活動の強化 つながる！

○自主的活動の推進
・分科会の枠組みにとらわれない自発的な活動

（例）
・女子会、勉強会の開催
・各地域でのイベントへの参加
・他の業界の女性や企業・団体等との交流
など

○「漁業・養殖業」、「加工・流通業」、「魚食普及・広報」の
３つの分科会を設置
・水産女子メンバーはいずれか１つの分科会に参加
・LINEグループ、FacebookグループなどのSNSにより運営
・分科会ごとにリーダーを選出し進行
・分科会ごとに水産女子PJで取り組みたいことを議論し
事務局・他の水産女子メンバーへ提案
（例）企業とのコラボ、イベント、現場見学など
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水産女子PJ
活動の強化 つながる！

○水産女子グループSNS利用のルール
・全体グループLINE・分科会グループのSNSの交流は原則非公開
・交流内容を外部へ公開する際はグループ内で一言断る
・早朝深夜の投稿は避ける
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水産女子PJ
活動の強化 つながる！

事務局・
女性職員チーム

による
サポート

○事務局・女性職員チームによるサポート体制を強化
・分科会、女子会、勉強会への参加
・勉強会の講師派遣
・水産女子メンバーへの訪問取材
・水産女子メンバーが参加するイベントへの応援
・企業、団体等へのコラボの呼びかけ
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水産女子PJ
活動の強化 つながる！

水産女子メンバー

・分科会での活動
・分科会以外の活動

漁業・養殖業
分科会

加工・流通業
分科会

魚食普及・
広報分科会

企業・団体等

・活動のサポート
・メンバーのもとへ訪問取材
・企業等とのコラボ等の提案

水産庁
女性職員チーム
（有志メンバー）

・事務局のサポート
・情報収集
・PJの盛り上げ

事務局
（研究指導課）

・運営、事務
・新メンバー受入

一緒に活動

活動の相談
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水産女子PJ
活動の強化 つながる！

水産女子の
募集方法の変更

○四半期単位で募集・登録
春メンバー（１～３月募集）→４月登録
夏メンバー（４～６月募集）→７月登録
秋メンバー（７～９月募集）→10月登録
冬メンバー（10～12月募集）→１月登録

○募集対象を重点化
水産業に関連した職業に従事し、自らの職業と漁村を中心とする地域との関わり方

などに志をもつ女性、又は様々な活動を通じて漁村地域の食・ひと・文化などの魅力
を情報発信している女性

→ 当面、主に水産業を生業としている方を重点的に募集する。

四半期単位で募集・登録を行うとともに、募集対象を
重点化 （第２期募集～）
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水産女子PJ
広報活動

伝える！

効果的な情報発信 水産女子の認知度・知名度を向上させる！

水産女子それぞれの活動情報をシェア
☞メンバー個々の「＃水産女子」投稿をFacebookでシェア

季節・旬に合わせた情報発信
☞ 季節や旬ごとの魚やイベント、話題などの投稿をメンバーから募集

水産女子のつくるものとストーリーを発信
☞ 水産女子の生産物紹介の投稿を募集

水産女子による講演活動、イベントへの参加
☞ 水産女子の取り組みを積極的にPR

企業・団体等とのコラボの成果を発信
☞ コラボの成果を企業・団体等とともに社会へ発信
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○水産女子広報Facebookページへの寄稿ルール
・自己紹介に加え、皆さんの日々の活動の投稿を募集します！

（例）
・日々の漁模様、生業の中での困りごと
・各地域でのイベントの告知・参加報告
・他の業界の女子や企業・団体等との交流

・寄稿方法（①または②のいずれかの方法による）
①水産女子Facebookへ投稿する内容を事務局へ連絡
②事前了解済のメンバーによる日々の投稿を水産庁でシェア

水産女子PJ
広報活動 伝える！
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企業・団体等との連携 つくる！

➢ 新たな商品、サービスのアイデアを
提案する！

➢ 企業・団体等とともに新たな商品、
サービスをつくる！

➢ 企業・団体等とともにイベントに
参加する！

➢ 漁業、水産業の魅力をつくる！
➢ 儲かる経営体制をつくる！

水産業で新しい力を生み出し
社会に発信！

12

「水産女子」の
ネームバリュー

＆
活動的で親しみやすい

メンバー

魚大国ニッポンの
国民に、

実はあまり知られ
ていない
「水産業」

面白いもの、
新しいもの、
珍しいものが
好きな人々

＆
企業のツール



2020年の活動計画

１月 第３回推進会議
第Ⅱ期メンバー募集開始

２月

３月 水産庁職員によるメンバー訪問
活動状況確認

４月 春メンバー追加

５月

６月

７月 夏メンバー追加
オリンピック関係のイベント？

（7/22～8/9 オリンピック）

８月

９月

10月 秋メンバー追加
活動状況確認

11月 ジャパンハーヴェスト
第4回推進会議（JHに合わせて開催）
・分科会等の活動報告
・水産庁チーム企画

12月
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